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Genes to Cells編集部よりお知らせ

編集長の報告

本雑誌の編集、出版、購読にはかねがねご協力いただき感謝しております。

巻の編集も完了し、刊行事業はほぼ順調に進んでいます。世界的に急速に変わりつつある出版事情

に対応するため出版社と交渉をかさねてきましたが、いくつかの進展がありましたのでご報告いたしま

す。何れも online刊行に関連したものです。雑誌はこれまで刊行後はじめのか月は誰でも無料で読

めましたが、さらにか月後も無料で読めるようにしました。これまでのように刊行後時間を経ると読

むのが困難となる、という不便がほぼ解決されました。これからも皆様の論文は、不自由なく読まれ続

けることと思います。さらに、受理された論文は受理次第、順次に onlineで公開されるようになりま

した。発表を急がれる方には好都合でしょう。また現在、Synergyを通してだけ onlineの検索ができ

ましたが、やがて Highwireを通しての検索ができるようになります。

また、月からは Scholar One社を通じての Electronic Submissionと Editingを始めました。初め

は当方の不馴れなどで、手こずることもあるかも知れませんが、か月足らずの現在、すでに半数の投

稿は Electronic Submissionです。案ずるより生むが早いということでしょうか。追々この方法が主流

となることでしょう。しかし、従来の Paper Submissionも受付けております。

さて、このように論文の刊行については一流の国際誌並みになりましたが、雑誌の刊行に関して、最

も重要なことは最早刊行の手段や流通ではなく、どのようにして優れた論文の投稿が得られるかにあり

ます。この点に関しては、ひとえに皆様のご理解とご協力、特に編集のご努力に期待するほかはありま

せん。いわゆる一流誌が理不尽にブランド名をふりかざし、不公平な宣伝をしているのは、特に科学の

世界では望ましくないことと苦々しく思っています。これに関連して、日本の研究者は、日本人による

論文をより積極的に引用してもよいと感じております。しかし、雑誌は掲載される論文の質によって評

価され、その評価が個々の論文の評価に反映します。優れた論文を掲載することと、雑誌の宣伝とを通

じて、この面でも特に日本での研究の推進に役立てたいと思っています。

そのために、最も重要なのは論文のもつ魅力となるかと思います。この点で最大の問題は、著者の側

にあります。Genes to Cellsは世界的にも比較的数少ない、間口の広い一般誌です。私はこの特徴を保

ちたいと思いますが、そのためには、それぞれの著者が専門を越えた読者を考えて論文を書くことが必

要です。この雑誌の扱う学問は、専門分野に細分しては成り立ってゆかないと思います。著者が、進ん

で他の分野の方々に語りかける努力が望まれるわけです。おそらく、その努力は論文の評価を高めるこ

とによって報われるでしょう。この時に最も効果的なのは、専門外の方々のご批判をいただくことだと

思います。この段階で時間をとることは、論文の受理を容易にし、時間を短くする効果もあります。実

は、その前にさらに大切なのは共同研究者との十分な討論です。日本ではこのことが十分に行われてい

ないように思えてなりません。それぞれ限度はあるにしても、提出した論文の討議に参加せず、また論

文の内容を理解していない研究者は著者名から外すべきだと思います。また、ここで行う論理に基づく

討議は、何にもまして優れた教育の場であると思います。勿論教育は双方向です。

論文自体について言えば、内容は勿論ですが、はじめに読者に接することになる表題は重要です。論

文の評価は表題の良否から始まります。表題は著者が自分の仕事を如何に評価するかのあらわれでもあ

ると思っています。この点からも専門用語、略語はできるだけ避け、なるべく多くの読者にわかりやす

いものにして下さい。この点、アブストラクトも同様です。

記すまでもないことですが、原稿の作成には投稿規定を遵守して下さい。この雑誌の規定は、私の性

格を表していて極めてルーズです。細かい事は気にしません。それでも、編集室の最大の仕事は、引用

の間違いの訂正のような細かいことです。驚くことですが、引用の内容や、形式に不都合のない論文は

少数です。また、図表は仕上がりをよく考えて作成して下さい。字の大きさ等、美感を疑わせるものが

少なくありません。印刷所に変更を求めることもありますが、手元で印刷しているわけではないので思
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うにまかせません。略号の使用は最小限にし、必要なものは初めて記載されるときに本文中に示して下

さい。Web Submissionの場合は、特に規定を守ることが大切です。規定を外れた投稿は、受理できな

い場合もあります。

最近規定が変更されました。例えば、Abstractは節、字以内で、background, results, conclu-

sionに分けません。しかし、その精神は尊重して下さい。さらに、細部やWeb Submissionの手順は

学会ホームページをごらん下さい。

皆様の投稿をお待ちしています。

ご意見がありましたら tomizawa＠lab.nig.ac.jpまでお寄せ下さい。

年月日

富澤純一（Genes to Cells編集長)

年よりの編集委員（アルファベット順）

Editors
成宮 周 谷口紹維 山本正幸 柳田充弘

H. Blau A. Ephrussi G. Felsenfeld M. Gellert B. Hogan

T. Hunt T. Hunter R. Roeder M. Yanif

Associate Editors
饗場弘二 相澤慎一 荒木弘之 箱嶋敏雄 濱田博司

花岡文雄 半田 宏 林 茂生 石井俊輔 石川冬木

貝淵弘三 桂 勲 岸本健雄 小原雄治 近藤寿人

小安重夫 町田泰則 宮園浩平 鍋島陽一 長田重一

中村義一 中野明彦 中山敬一 西田栄介 岡田清孝

岡野栄之 大隅典子 大隅良典 嶋本伸雄 田賀哲也

高井義美 田中啓二 田坂昌生 辻 省次 月田承一郎

山本雅之 山本 雅

D. Barlow K. Basler D. Bishop J. Cooper XW. Deng

C. Desplan D. Duboule S. Elledge R. Flavell S. Gasser

CH. Heldin Y. Ito L. Jan N. Jones S. Keeney

B. Kingston N. Kleckner S. Kowalczykowski S. McKnight Y. Nakatani

H. Nash A. Nicolas M. Roussel J. Ruderman P. Russell

P. SassoneCorsi A. Strasser P. Sung T. Toda E. Wagner

J. Yuan

委員については少数の入れ替えがあると思います。雑誌、ホームページ、会報等でお知らせします。
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日本分子生物学会年度会計収支決算報告

年度学会会計収支決算は以下の通りになりましたのでご報告いたします。

（第期 会計幹事 仁木宏典）
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年度会計監査報告

日本分子生物学会年度収支決算報告に際し、会計帳簿、銀行残高証明書、領収書、日本学会事務

センター出納記録などの監査を行い、決算に誤りのないことを確認しました。

日本分子生物学会第期会計監査

年月日 辻 本 賀 英 ◯印

年月日 滝 澤 温 彦 ◯印

第回（年）日本分子生物学会年会のお知らせ（その）

第回日本分子生物学会年会は、年月日（水）から日（土）までの日間、神戸国際展示

場、神戸国際会議場、ポートピアホテル、ワールド記念ホール、神戸商工会議所会館で開催されます。

奮ってご参加下さい。

本年度年会の概要は次の通りです。詳細は、同封のプログラムを参照して下さい。

会 期年月日（水）～日（土）

会 場神戸国際展示場、神戸国際会議場、ポートピアホテル、ワールド記念ホール、神戸商工会議

所会館

（神戸市中央区港島中町丁目）

参加受付年月日（水）午前時分より

当日参加費正会員 ,円、学生会員 ,円、非会員 ,円

（受付は神戸国際展示場号館階に設けております）

発表について

シンポジウム

月日（水）～日（土）～（日目は～）

テーマ演題数 件

(うち一般演題から件が採用されました）

一般演題（口頭発表）

月日（水）～日（土）～（日目は～）

セッション演題数 件

一般演題（ポスター発表）

月日（水）～日（土）～

演題数 ,題

説明・討論 初日～日目は～、日目は～

レクチャー

月日（水）

～ 岡田清孝教授（京大・院理）

植物の形づくりの理解を求めて
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～ 中西重忠教授（京大・院医）

細胞間情報伝達の理解に向けて

―生命科学の黎明期の中で―

月日（木）

～ 宮田 隆教授（京大・院理）

生物の多様性と遺伝子の多様性

～ 小原雄治教授（国立遺伝研）

「偶然と必然」の生命システム

―ゲノムがいよいよ面白い―

月日（金）

～ 岡崎恒子教授（藤田保衛大）

哺乳類人工染色体に挑戦した年

～ 大隅良典教授（基生研）

顕微鏡から分子、そして再び顕微鏡へ

月日（土）

～ 竹市雅俊教授（理研神戸・CDB）

細胞ジッパーの謎をとく

特別企画「バイオリソース」コーナー

PB会場（神戸国際展示場号館階）に、ポスター会場、機器・書籍・展示会場と併設して、特別

企画「バイオリソース」コーナーを設けます。

特別企画「組換え DNA実験指針の法制化」に関する説明会
月日（水）～ C会場（神戸国際会議場 階メインホール）

文部科学省より、日本分子生物学会員に対し、説明が行われます。詳細につきましては、プログラムで

ご確認下さい。

特別企画「第回男女共同参画シンポジウム キャリア形成とライフサイクル」

月日（金）～ E会場（神戸国際会議場 階＋）

詳細につきましては、プログラムでご確認下さい。

市民公開講座「生き物を分子の言葉で語る」

月日（日）～ 名古屋・テレピアホール（名古屋市東区東桜）

昨年度の第回年会で、中・高生を含む一般市民を対象とした公開講座が好評だったことから、今年

度も日本分子生物学会会員に講師をお引き受け頂き、以下の公開講座を年会終了後に開催いたします。

講 師

石川冬木先生（京大・院生命科学）

人はなぜ老いるのか

阿形清和先生（理研・発生再生研）

プラナリアの高い再生能力を支える細胞システムを解読する

荒木 崇先生（京大・院理）

植物がきまった季節に花を咲かせるしくみ
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バイオテクノロジーセミナー

月日（水）～日（金）～ テーマ

ランチョンセミナーの形式で行います。参加企業につきましては、プログラムでご確認下さい。

講演要旨集

講演要旨集は、月日（火）に発行を予定しております。年会に参加を申込まれた方（参加費に講

演要旨集冊の代金が含まれています）、および講演要旨集を申込まれた方には事前にお送りいたしま

す。

年会期間中の宿泊のご案内

本年会での宿泊予約業務は、JTB西日本イベント・コンベンション営業部に依頼しております。会

報 No.に綴込んだ「宿泊ホテルのご案内」、および年会ホームページの「会期中の宿泊のご案内」を

ご利用下さい。お申込・問合せは下記に直接ご連絡下さい。

〒大阪市中央区本町 堺筋本町センタービル

JTB西日本イベント・コンベンション営業部

｢第回日本分子生物学会年会係」

担当崎元

Tel() Fax() E-mailmachiko_sakimoto＠kns.jtb.co.jp

年会に関する問合せ先

第回日本分子生物学会年会 事務局

〒豊中市新千里東町

千里ライフサイエンスセンタービル階 財日本学会事務センター大阪事務所

Tel() Fax() E-mailbunshi26＠bcasj.or.jp

年会期間中の保育室開設のお知らせ

本年度も下記の要領で保育室および親子休憩室を開設いたします。

［保育所の開設］

期 間年月日（水）～日（土）の日間

保育時間原則、年会プログラム開始時間の分前～プログラム終了時間の分後。

月日（水） ～

月日（木） ～

月日（金） ～

月日（土） ～

原則、お子様の昼食は一緒におとり下さい。

対 象生後週以降から小学校年生まで（年生以上も応相談）

保育形態ベビーシッター会社からの派遣シッターによる託児

委 託 先株ポピンズコーポレーション（芦屋支社）

保 育 料歳児円/時間、歳児～歳児/時間、歳時以上円/時間

申込み先株ポピンズコーポレーション（芦屋支社）

Tel（受付時間～) E-mail : ashiya＠poppins.co.jp

お申込みの際は、◯利用日・時間（開始～修了) ◯保護者のお名前 ◯お子様のお名前・



―  ――  ―

年齢・性別 ◯連絡先電話番号を必ずお知らせ下さい。

お申込みいただいた方には、ポピンズコーポレーションより事前にお電話で、お子様につい

て詳細をお伺いいたします。メールでお申込みされた方で、月日（土）までに、ポピン

ズコーポレーションより電話連絡がない場合は、上記宛に必ず電話でご連絡下さい（メール

受信不備等による申込もれ防止のため）。

申込締切年月日（金）

なお、不測の事故に対応するために、シッター会社が保険に加入しており、保険適用範囲では補償さ

れますが、日本分子生物学会および第回年会組織委員会は、事故の責任は負わないことを申し添えま

す。

［親子休憩室の開設］

期 間年月日（水）～日（土）の日間

年会プログラム開始時間の分前～プログラム終了時間の分後

場 所神戸国際会議場 階 号室

神戸国際展示場号館 階 会議室

ワールド記念ホール 階 控室

予約は不要ですので、お子さまとご一緒の食事や休憩、授乳あるいはオムツ換えなどにご利用下さ

い。ただし、お子さま単独でのご利用はご遠慮下さい。また、今後の参考に利用状況の調査を行いま

す。利用された方は、部屋に備え付けのアンケート用のノートに利用者のお名前、所属、お子さまの人

数、利用時間、その他意見などを記入して下さいますようお願いいたします。

なお、親子休憩室内で起きた事故や怪我に対して、日本分子生物学会および第回年会組織委員会

は、一切の責任を負わないことを申し添えます。

第回総会のご案内

第回年会の第日目に、日本分子生物学会第回総会を、下記の要領により開催いたしますので、

多くの会員のご出席をお願いいたします。

（会長 山本正幸）

記

日 時年月日（木）～

場 所会場（神戸国際会議場 階メインホール）

（ご欠席の会員はこの会報に添付されている委任状をご提出下さい）

日本分子生物学会三菱化学奨励賞授賞式および受賞講演のご案内

日本分子生物学会細則の変更により、本年度より新たに条に設けられました「日本分子生物学会三

菱化学奨励賞」の授賞式 および 受賞講演を下記の要領により開催いたします。

記

日 時年月日（木）～ 受賞式

～ 受賞講演

場 所会場（神戸国際会議場 階メインホール）
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◆第回日本分子生物学会春季シンポジウムのご案内

会 期年月日（水）～日（木）

会 場奈良県新公会堂（奈良市）

発表形式. 約名の講師による口頭発表。（～年にかけて、めざましい研究成果を発表され

た方々に講演を依頼する予定です。）

. 参加者によるポスター発表と学生や若手研究者の口頭発表。

オーガナイザー河野憲二、田坂昌生、真木壽治、安田國雄（奈良先端科学技術大学 院大学バイオサ

イエンス研究科）

問合せ・連絡先

〒生駒市高山町

奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科

E-mailkyasuda＠bs.aist_nara.ac.jp

Tel() Fax()

学術賞、研究助成の本学会推薦について

本学会に推薦依頼あるいは案内のある学術賞、研究助成は、会報 No.（月号）に一覧として掲

載しております。そのうち、応募にあたり学会等の推薦が必要なものについての本学会からの推薦は、

本学会選考委員会または賞推薦委員会の審査に従って行います。応募希望の方は、直接助成先に問合

せ、申請書類を各自お取寄せ下さい。

本学会への推薦依頼の手続きは次の通りです。

. 提出物

) 本申請に必要な書類（オリジナルおよび募集要項に記載されている部数のコピー）

) 研究助成・選考委員用および学会用控に、上記申請書類のコピー計部（論文は不要）

（賞推薦の場合はコピー計部をご提出下さい。）

) 申込受付確認のための返信封筒または葉書（返信用の宛名を記入しておいて下さい）

. 提出先

※賞推薦についての送付先

日本分子生物学会 賞推薦委員長 岡田 清孝

〒京都市左京区北白川追分町 京都大学大学院理学研究科植物学

FAX()

※研究助成についての送付先

日本分子生物学会 研究助成・選考委員長 辻本 賀英

〒 吹田市山田丘 大阪大学大学院医学系研究科 遺伝子学

FAX()

. 提出期限

財団等の締切のカ月前まで。提出期限後に受取った場合や、提出書類が不備な場合は、選考の

対象にならないことがあります。



―  ――  ―

各種学術集会、シンポジウム、講習会等のお知らせ

愛知県発達障害研究所公開シンポジウム
「糖鎖が拓く発達障害研究線虫からヒト疾患まで」

日 時年月日（土）～

会 場愛知芸術文化センター階

アートスペース

〒 名古屋市東区東桜

名古屋市営地下鉄 東山線、名城線「栄」駅

下車、東へ徒歩分

Tel()(代)
FAX()
http//www.aac.pref.aichi.jp/

プログラム

～ 開会の挨拶

所長 加藤兼房

総合司会仙波りつ子（周生期学部）

～

｢バイオインフォーマテイクスを利用したヒ

ト糖鎖遺伝子の網羅的探索と機能解析」

成松 久（産業技術総合研・糖鎖工学研セ）

司会大平敦彦（周生期学部）

～

｢発生異常をひき起こす糖鎖関連遺伝子―モ

デル生物・線虫を用いた解析」

野村一也（九州大学・院・理)

司会中山敦雄（発生障害学部）

～ ―休憩―

～

｢コンディショナルノックアウトマウスが明

らかにする神経発生におけるヘパラン硫酸の

多様かつ必須な機能」

山口 祐（The Burnham Inst., USA）
司会細川昌則（病理学部）

～

｢脳の構築と機能を制御するコンドロイチン

硫酸プロテオグリカン」

大平敦彦（愛知県発達障害研究所・周生期学部）

司会浅野富子（神経制御学部）

～

｢糖鎖修飾異常による先天性筋ジストロフ

ィー」

遠藤玉夫（東京都老人総合研究所・糖蛋白質研究）

司会若松延昭（遺伝学部）

～ 閉会の挨拶

副所長 細川昌則

～ ―懇親会―

（愛知芸術文化センター階 ガーデンレストラン華）

シンポジウム参加費無料

懇親会費,円（参加ご希望の方は、月日（金）

までに事務局宛、お申込み下さい。）

事 務 局〒 愛知県春日井市神屋町

愛知県心身障害者コロニー・発達障害研究所

研究企画調整科（担当柏井）

TEL()，内線 

FAX()
E-mailakashiwai＠inst-hsc.pref.aichi.jp
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